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１．はじめに た地表での測定データである。 

ＴＢＭ掘削により地表で振動・騒音の影響が生じるこ

とがある。立坑などの開口部がなくとも周辺の民家に騒

音影響が生じるのは固体音伝播の現象とみなされている。

このような騒音は、トンネルが住宅地区を通過する時に、

施工の上で問題となる場合がある。 

①掘進速度、   ②スラスト力、 

③カッター回転数、④カッターヘッド力、 

⑤小屋の振動、  ⑥小屋の騒音 

図－１一番上のグラフ中にある矢印と(1)～(9)記号は、

掘削条件別に運転した時間帯とケース番号である。 

そこで、ＴＢＭ掘削の条件を変

化さることにより、周辺への振

動・騒音影響がどの程度変化する

かの実験的調査を行い、現象の特

徴を把握したので、その概要を報

告する。 
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２． 調査の概要 

ＴＢＭ掘削時に掘削トンネル

路線に近い地上の小屋の中で、運

転条件を変えた時の振動・騒音を

計測した。この振動・騒音は、人

が室内で感知できる程度にある。 

掘削条件として、カッター回転

速度、掘進速度、およびスタビラ

イザー操作を変えた９ケースで

測定を行った。 

 なお、測定時の掘削等は次の条

件である。 

1)掘削岩  ：石灰岩 

2)ＴＢＭ口径：11.8ｍ 

3)土被り厚 ：22ｍ 

4)小屋の水平距離：７ｍ 

３．調査結果 

実験は各ケースを約３分間保

持し全体で１時間弱の操作を行

った。短時間のため岩盤条件は一

定に近い状態であった。ＴＢＭの

運転状態と測定結果を並べて図

－１に示す。上から①～④がＴＢ

Ｍ運転に関するデータ、⑤と⑥が

切羽から約30ｍ離れ 図－１ 掘進記録と振動･騒音測定結果 
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図－１の下から２番目が⑤振動データであり、すぐ上

のカッターヘッド力とかなり対応する。切羽から離れた 
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10mm/min
15mm/min地表で掘削状況が振動として反映される。図―１の１番

下は⑥騒音データであり、運転変更の切目が現れないな

どで、掘削条件との対応を把握しづらい。 

図－１から振動・騒音に関して、次の特徴がみられる。 

1)振動⑤の時間変化はＴＢＭのカッターヘッド力④と

対応が良い。  

2)振動はほぼ 0.5～1.0mm/sec の範囲であり、最大で

1.2mm/secに達した。  

3)ＴＢＭによる騒音レベルは、ほぼ40～50dBの範囲に

ある。記録上にこれを上回る騒音が出ているが、測

定点周辺で生じたノイズの影響である。 

4)計測小屋内の騒音⑥は、ＴＢＭ運転との対応が悪い。 

図―１のグラフから、実験ケースごとに振動・騒音のピ

ーク値の平均的な値を読取り、表－１に示す。 

 表―１ ＴＢＭ運転条件と振動と騒音の比較 

振動の相対的に大きな値がケース(7)(8)で、騒音レベル

の大きな値が(3)(4)で出ている。これらは周辺からの振

動や騒音のノイズ等を避けられなかったことに起因する。 

４．影響の分析 

地上での振動とカッター回転数との関係を、掘進速度 

をパラメータとして、図－２に示す。図－２から、次の

特徴が把握される。 

1)掘進速度を2/3落とすと、振動は１割程度減少する 

2)カッター回転数を減しても、振動減少は明瞭でない 

同様に、小屋内での騒音とカッター回転数の関係を、掘

進速度をパラメータとして図－３に示す。図－３のカッ

ター回転数3.0でみられる48dBの値は、周辺からのノイ

ズが原因しており、考慮して差し引くことが必要となる。

それでも、全体として以下の特徴が把握される。 

1)掘進速度を落すと、騒音も減少傾向が認められる 

2)カッター回転数を減しても、騒音減少は明瞭でない 

 

   図－２ 掘進条件による振動影響の相違 
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   図－３ 掘進条件による騒音影響の相違 

3)測定点近辺でのノイズの影響を受け易い 

この他に、スタビライザー装置動作のon/offの条件を変

えて比較したが、振動･騒音への影響はほとんどみられな

かった。 

５．まとめ 

ＴＢＭ掘削の条件による振動・騒音影響の相違に関し

て、掘進速度を 2/3 に落とすと、振動を１割低減する効

果が認められ、騒音も低減傾向が認められた。他方、Ｔ

ＢＭのカッター回転数を減少しても振動・騒音の低減は

明瞭に表れなかった。 

ただし、岩盤が軟弱な区間であったため、ＴＢＭ掘削

の条件として制御できた範囲が限られ、広い条件設定下

で振動・騒音影響の傾向を把握できていない。 
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